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　結果として，地質学的な成果としては，新たな黒曜石の産出地を男女倉南地区より 9 箇所，星ヶ台地区より 3 箇所見いだ
した . 考古学的な成果としては，7 箇所のいわゆる原産地遺跡を発見することができ，原産地における遺跡のパターンにつ
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　2012 年度と 2013 年度の踏査によって，多数の黒曜石
原産地と遺跡を新たに発見することができた．その成果
から以下の 2 つの課題を得た．それは，「原産地開発史」



























類に大分される（沢村・大和 1953; 諏訪教育会編 1975; 























































図 １　霧ヶ峰地域における踏査範囲：2012 ～ 2014 年度　（KASHMIR 3D を用いて作成）
図 2　男女倉南地区の踏査範囲（2014 年度） 図 3　星ヶ台地区の踏査範囲（2014 年度）
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を実施し，16 箇所（GPSNo.1 ～ 16，以下 GPS を省略）
























地点の特徴である．No.11 は No.10 の西側に位置する地


















点を No.17 ～ 25 として登録した．以下では，各地点の
地形の特徴と黒曜石の分布状況について触れる．
　まず，No.17 をスタート地点とし，本沢左岸の谷地形




















































No.6 で 1 点のみ確認され，亜角礫状の形状を成し，ざ
らつく表皮に覆われ，球顆は含まない．霜降り状の乳白












　No.10 から No.12（Os-4）では透明 1 の黒曜石が主体
である（写真 2）．形状は角礫状と亜角礫状の両方がみ
られ，礫面はざらつく表皮に覆われ，球顆を含んでいる．
透明 1 の他に，透明 2，橙褐色，霜降り状の乳白色のも
の，灰黒色のものが認められる．透明2はNo.10でみられ，
すべて亜角礫状である．球顆をほとんど含まない．透明
5 は No.10 で 2 点認められ，形状は角礫状を呈す．球顆
が含まれ，縞状模様の入る点を特徴として挙げることが










1 の他に，1 点のみ透明 2 が認められる．









　No.26 から No.28（Os-8）にかけては透明 1 を主体と
している．形状はすべて亜角礫状であり，球顆を多量に
含む点が特徴である．透明 1 の他に，透明 2 が認められ，
形状はすべて亜角礫状を呈し，礫面に細かく発泡したよ
うな質感のある点が特徴である．


















　No.3-9 地点では，橙褐色と透明 1 とした黒曜石を用





No.3 にのみ，透明 2 とした他産地産の黒曜石製の剥片
を 1 点確認した（写真 1 の左下）．なお，同図 2 は水和
層が発達しており，打面調整も認められることから，旧
石器時代の剥片の可能性もある．
　No.10-12 地点では，剥片と残核に 7 種類の黒曜石（透
明1～5，漆黒1，霜降り状の乳白色）が用いられている（同
図 5 ～ 9，写真 2）．透明 1 以外は本地点に産出しない黒
曜石であると考えられ，平坦な峠状地形に残されている
ことと合わせ，特徴的である． 
　No.29-32 地点では，崖錐堆積中に透明 1 とした原石が
産出しているものの，これを利用した石器は認められず，
透明 2 とした他産地産の黒曜石製の残核を 1 点のみ確認
した（図 5 の 10）．球顆を含まず良質の黒曜石である．
自然面を打面としてほぼ原石と同サイズの幅広の剥片を
剥離している．水和層の発達が著しい．
　No.34-38 地点では，漆黒 1 とした原石が表層に多量に
分布しており，これを利用した剥片と残核が認められた
（同図 11 ～ 14）．12 の剥片や 14 の残核から読み取れる
とおり，板状を呈する原石を素材としたものが主体であ
る．残核には 3 点のみ，透明 1 の黒曜石が認められる（写






　萩原沢では，15 箇所（No.1 ～ 15）を登録した（表 1 ; 























































られる．また，No.2 から No.5 では，透明 2 の原石以外
にも，少量ながら透明 3 の原石も確認している．透明 3
の原石は，白色の縞状模様があり，白く濁ったような色
の礫面が特徴である．
　No.11 から No.15（Hd-8）では，漆黒 2 のものが主体
となる（写真 7）．形状は，角礫状を呈すものが主体と
なる．礫面はざらつく表皮に覆われ，灰色の縞状模様が
認められる．また No.12 と No.14 では，漆黒 2 の黒曜石
原石だけでなく，透明 2 の原石も確認している（同写真
左の上中段）．
　ウツギ沢の No.16 から No.20（Hd-5）では，透明 1 が
主体で，透明 2 が次ぐ（写真 8）．透明 2 の原石の形状
は，角礫，亜角礫状を呈すものが主体となる．石質は球
顆を含むことや礫面に灰色の縞状模様が認められる点が





　No.2-10 地点では，透明 2 と透明 3 の原石が産出して
おり，これを利用した多数の剥片，残核を確認すること










No.2 に 1 点のみ，透明 1 とした黒曜石製の剥片を確認
した（同図 15）．他産地産と認められるのはこの 1 点の
みである．
　No.11-15 地点では，透明 2 の原石とともに漆黒 2 とし
た不透明な黒曜石が斜面に多量に分布しており，これを
利用した剥片，残核を数点確認した（同図 22・23 ; 写
真 7）．22 と 23 は光沢のある擦りガラス状の礫面を有し
ており，亜角礫で板状の原石を素材としている．いず
れも幅広の剥片を数枚剥離していることが捉えられる．
No.14 に 1 点のみ透明 5（ブルーブラック）とした黒曜




　No.16-20 地点では，No.18 で崖錐堆積中に透明 1 の黒
曜石原石が産出しているものの，それを利用した石器は
認められず，透明 2 とした黒曜石製の剥片 1 点のみを確
認した（図 7 の 29）．一方，No.17 では透明 2 の黒曜石
製の剥片，残核を多数確認し（図 7 の 24 ～ 28・30 ～
33），透明 3 と透明 5 とした黒曜石製の剥片も 1 点ずつ


















南地区より 9 箇所（Os-4 ～ Os-12；図 8），星ヶ台地区

















Os-1 から Os-3 の原産地が既に報告され，本研究によ












　一方で，Os-4 から Os-6 にかけての尾根を西に越えた，


























　星ヶ台地区では，先行研究により Hd-1 から Hd-3 の
















































































　星ヶ台地区の No.11-15 では，透明 2 としたワインレッ
ドに透き通る黒曜石と漆黒 2 とした球顆の入った不透明
な黒曜石原石が表層に分布しており，これに対応した原









　③の遺跡では，男女倉南地区の No.29-32 には透明 1
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写真 １　男女倉南 No.3-9 地点の原石・剥片・残核
写真 3　男女倉南 No.18-25 地点の原石
写真 5　男女倉南 No.34-38 地点の原石・剥片・残核
写真 7　星ヶ台 No.11-15 地点の原石・剥片・残核
写真 2　男女倉南 No.10-12 地点の原石・剥片・残核
写真 4　男女倉南 No.29-32 地点の原石
写真 6　星ヶ台 No.2-10 地点の原石・剥片・残核
写真 8　星ヶ台 No.16-20 地点の原石・剥片・残核
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写真 １0　男女倉南 No.10 の踏査風景
写真 １2　男女倉南 No.31 の原石分布状況写真 １１　男女倉南 No.22 の黒曜石・流紋岩の分布状況
写真 9　男女倉
南 No.3 の 踏 査
風景（崖錐中の
黒曜石）
写真 １4　星ヶ台 No.8 の凹み状地形（北から撮影）写真 １3　星ヶ台 No.2 の石器確認場所
写真 １6　星ヶ台 No.18 の黒曜石露頭（崖錐中）写真 １5　星ヶ台 No.13 の流紋岩露頭中の細粒黒曜石
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Field survey of obsidian sources in the Kirigamine region of 
the central highlands, Nagano Prefecture, Japan (2):
the Omegura-minami and Hoshigadai obsidian sources
Minoru Oyokawa 1*, Yoshimitsu Suda 2
Kiyoshi Miyasaka 3, Kenji Imada 1
 Yuya Kawai 1, Syunsuke Kawachi 1
Hirotoshi Tsunohara 1, Syo Fujikawa 1
Yuka Takamura 1, Tomoka Nada 1
Takahiro Nomura 1 and Yui Fujiwara 1
Abstract
This paper presents the results of a field survey of the obsidian sources in the Kirigamine region of the central 
highlands in Nagano, Japan. Our main research objective is to develop a model of the prehistoric exploitation of obsidian 
sources that would correlate with the consumption patterns observed at sites distant from the sources.
During the general field survey we found both geological raw materials (nodules) and archaeological artifacts 
at the Omegura-minami and Hoshigadai obsidian sources. With regard to the geological raw materials, we found in 
nine locations of Omegura-minami obsidian sources, and three locations of Hoshigadai obsidian sources. As far as 
archaeological artifacts are concerned, we found four sites at the Omegura-minami obsidian sources, and three sites at the 
Hoshigadai obsidian sources. 
The source seems to have been used during the Upper Palaeolithic and Jomon periods, as indicated by the tool types 
found in situ. Additionally, we identified many surface depressions at the Hoshigadai obsidian sources which suggest 
possible obsidian mining activity. 
The results shed new light on obsidian distribution and procurement patterns at the obsidian sources of the 
Kirigamine region. Therefore, in the future, we need to continue to compose a more complete map of obsidian sources and 
archaeological sites.
Keywords: Kirigamine region; obsidian sources; obsidian mining site; field survey
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